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本研究は
､
肝細胞癌患者に対する局所療法後 の 予後 に影響を与える因子 に つ い て

､
壬9 9 0 年 -

1 9 9 7 年に東京大学消化器内科 にお い て エ タノ
ー

ル 注入療法および マ イク ロ 波凝固療法を施行し

た患者を対象に検討を加えたもの で ある｡ さらに近年導入された新しい 局所療法 の ひとつ で あるラ

ジオ波焼灼療法 の 短期成績と予後 因子 に つ い ても検討した｡

研究1 経度的局所療法を受 けた肝細胞癌患者の 予後解析 - T o k y o S c o r e の 提案

上述の とおり
､
1 9 9 0 年 - 1 9 9 7 年まで に東京大学消化器 内科 にお い て エ タノ

ー ル 注 入療法お よ

び マ イクロ 波凝固療法を受けた肝細胞癌患者 40 3 人の 予後デ ー

タをもとに､
C o x 比例 ハ ザ ー

ドを

用い た統計解析を行 い
､ 新しい肝癌予後分類である T o k y o S c o r e を構築した

｡
T o k y o S c o r e は ､ 同

時期 に東京大学肝胆揮外科 にて肝切除を施行された 2 0 3 人の肝細胞癌患者の 予後デ ー タに当

てはめ て検討が行われ ､ 有用であるとの 結果を得た｡

研究2 肝細胞癌患者に対するラジオ波焼灼療法 1 0 0 0 症例 の まとめ

1 9 9 9 年 2 月 の東 大消化器 内科にお ける肝細胞癌患者 に対するラジオ波焼灼療 法 の 導入後

2 0 0 3 年 2 月ま で に 1 0 0 0 症例が 同治療法にて加療された
｡
これらの 症例 に つ い て ､ 合併症 ､ 短期

予後 ､ 予後因子 に つ い て 検討した ｡ 合併症に つ い ては
､
重篤な合併症を 4 0 例に認めたが

､ 治療

関連死は
､ 認められなか っ た｡ 5 年生存率は

､ 初回治療例で 5 4 .3 % ､
4 年累積再発率は ､ 6 5 ･9 % で

あっ た｡ 予後因子として
､ 背景肝機能 に加 え ､ 腫疾径 ､

A F P 値 ､
P I V K A -II 値が有意な因子であっ

た ｡

以上
､ 本論文は肝細胞癌患者 に対する経皮的局所療法後 の 予 後に つ い て多数例を対象に検討

を加えたもの で ある｡ 既 存の 予後分類 の 問題 点を明らか にし､ 新たな分類を構築した点が評価さ

れ ､ 学位の 授与に値するものと考えられる｡

尚､ 審査会時点から､ 論 文 の 内容に つ い て以下 の 点が 改訂された ｡

1 . 内科症例 4 0 3 例を 2 0 2 人 の tr ai n in g s a m pl e と 2 0 1 人の te sti n g s a m p l e に無作為 にわ け､
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t r ai ni n g s a 皿p l e をもとに構築した T o k y o S c o r e の 内部妥当性をte sti n g s a m pl e にお い て検討

するという方法に改めた
｡
妥当性 の 指標として Al C に加え

､
L ik elih o o d R ati o T e st 及び Lin e ar

T r e n d T e st を加 えた｡

外科症例 の検討方法に つ い ても1 同様に Lik elib o o d R ati o T e st 及び u n e a r T r e n d T e st を加え

た｡

エ タノ ー ル 注入療法
､
ラジオ波焼灼療法に つ い て

､ 最初に発表した研究者の p rio rity を明示

す べ きであるとの 審査員 の 助言 に従い
､ 杉浦ら及び M c G a h a n らの論文を参考文献に加 え

た ｡
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